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灘
響
饗
薙
塞
難
｝
嚢
｝
舞
　
　

10日まで

　
町
に
、
ま
た
ま
た
冬
将
軍
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
冬
期
に
お

け
る
交
通
事
故
は
積
雪
、
凍
結

に
よ
る
道
路
条
件
の
変
化
に
お

い
て
発
生
し
特
に
飲
酒
す
る
機

会
の
多
い
こ
と
か
ら
酒
を
飲
ん

』
で
鵡
醜
饗
驚
登

智
購
麓
誌
麓
煉
携
紘

新
一
う
．

12月10日力、ら

◎
ス
リ
ツ
プ
事
故
の
防
止

　
　
車
輔
に
は
必
ず
ス
ベ
リ
止

　
め
性
能
が
あ
る
雪
道
用
タ
イ

　
ヤ
を
取
り
つ
け
る
こ
と
。

　
　
チ
エ
！
ン
着
装

　
し
安
全
速
度
を
励
行
す
る
。

Lの　
．
　
適
切
な
車
間
距
離
を
保
持

3

　
　
馴
◎
飲
酒
運
転
事
故
防
止

し
　
運
転
者
を
と
り
ま
く
環
境
面
か
ら

　
も
飲
酒
の
機
会
を
締
め
出
す
こ
と
を

　
事
業
所
・
飲
酒
店
の
皆
様
に
ご
協
力

　
を
願
い
ま
す
。

乞
　
家
庭
・
職
場
に
お
い
て
も
、
い
か

　
に
酒
の
好
き
な
人
で
あ
っ
て
も
車
を

　
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
に
酒
を
す
す

　
め
な
い
で
下
さ
い
。

◎
通
学
路
で
の
事
故
防
止

L
　
こ
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

　
運
転
者
は
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め

　
安
全
運
転
を
願
い
ま
す
。

乞
　
大
人
は
危
険
な
、
こ
ど
も
を
見
か

　
け
た
ら
、
一
声
注
意
を
願
い
ま
す
。

・
歩
行
者
は
道
路
の
両
側
へ
よ
け
る
の

　
は
や
め
ま
し
よ
う
。

・
車
が
来
た
ら
、
道
路
か
ら
は
な
れ
た

　
安
全
な
と
こ
ろ
に
早
め
に
よ
け
ま
し

　
よ
う
o

。
運
転
者
は
人
が
い
た
ら
遠
慮
な
く
、

　
ク
ラ
ク
シ
ヨ
ン
で
知
ら
せ
ま
し
よ
う

◎
冬
期
間
の
交
通
規
制

　
　
　
　
　
　
（
駐
車
禁
止
ケ
所
）

・
松
代
町
役
場
前
か
ら
町
営
第
一
プ
ー

　
ル
下
の
区
間
と
室
野
部
落
区
内
で
す

灘
難
羅
灘

ご
利
用
下
さ
い

雪
上
車
が
運
行
し
ま
す

　
い
よ
い
よ
冬
将
軍
が
近
づ
い
て
私
達

は
ま
た
雪
と
の
斗
い
の
準
備
を
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
参
り
ま
し
た
。

町
で
は
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
ご
苦
労

を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
、
昨
年
よ
り
試
験

的
に
雪
上
車
を
運
行
し
て
み
ま
し
た
が

幸
い
昨
年
は
雪
が
少
い
為
め
成
績
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
更
に
増
車
し
て
別
記
計
画
で
運
行
を

計
画
し
て
居
り
ま
す
。

な
お
左
記
の
部
落
に
は
小
型
圧
雪
車
を

配
置
し
て
冬
道
の
確
保
を
計
画
し
て
居

り
ま
す
。

雪
上
車
配
車

　
1
。
清
水
線
　
松
代
よ
り
清
水
間

　
乞
蒲
生
線
　
松
代
、
蒲
生
間
、
不
定

　
　
　
　
　
　
期
的
に
儀
明
ま
で
延
長

　
3
福
島
線
　
室
野
よ
り
福
島
を
経
て

　
　
　
　
　
　
浦
田
、
大
宮
ま
で

　
　
　
　
　
　
蒲
生
、
室
野
間
は
不
定

　
　
　
　
　
　
期
運
行

　
4
。
下
山
線
　
運
行
可
能
期
間
だ
け
不

　
　
　
　
　
　
定
期
運
転

　
　
猶
緊
急
の
場
合
は
時
間
表
以
外
に

　
　
　
出
動
い
た
し
ま
す
。

小
型
圧
雪
車
配
概

　
濁
、
竹
所
、
寺
田
、
小
貫
、
菅
刈
、

　
田
野
倉
、
桐
山
、
下
山
、
東
山
。

↑
　
活
躍
す
る
雪
上
車

↑
　
整
備
さ
れ
た
小
型
圧
雪
車（1）



（2）

雪上車運行予定表

路線名 発駅 時　　間 暗駅 時　　間
時　　　分 1

一

蒔㎜…一努』…

清水線 清水 7：00i松代 8：00
松代 8二〇〇 清水 9：00
清水 3：00 松代 4：00
松代 4：00 清水 5：00

蒲生線 蒲生 　7：00 松代 8：00
松代 8：00 蒲生 9：00
蒲生 3：00 松代 4：00
松代 4：00

I
l
蒲 生
き 5：00

　　　　　

福島線 室野 7：00 大宮 7：40
大宮 7：40 室野 8：30
室野 4：00 大宮 4：40
大宮 4：40 室野 5：20

下山線 役場

・下山線は道路改良が完了して居りませんので当分

の間不定期運転といたします。

・儀明一　蒲生間は不定期に運行いたします。

。蒲生一室野間　　　　〃

。燃料費を若干いただくことになって居ります。
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ンネル、．．〆　　　耀　3瞬

鵬毎・松之岬ノ　複
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審
日
山

五
十
四
年
の
完
成
め
ざ
し

北
越
北
線
國
圃
来
春
着
工
へ

『
非
願
だ
っ
た
北
越
北
線
（
六
日
町
！

直
江
津
間
六
十
六
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
う
ち
、
十
巳
町
i
犀
潟
間
四
十
三
・

七
キ
ロ
メ
；
ト
ル
の
工
事
実
施
計
画
が

十
月
、
、
運
輸
省
か
ら
認
可
さ
れ
ま
し
た

　
首
都
圏
へ
φ
最
短
路
線

　
首
都
圏
へ
の
最
短
路
線
に
な
り
期
待

さ
れ
て
い
る
北
越
北
線
は
、
す
で
に
十

日
町
律
六
日
町
間
で
着
工
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
回
認
可
さ
れ
た
工
事
区
間
は

名
に
し
お
う
豪
雪
山
間
地
帯
の
た
め
、

全
体
の
六
七
バ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二

十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
十
五
の
ト
ン
ネ

ル
で
、
数
ケ
所
に
か
か
る
橋
も
延
べ
四

・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　
工
事
区
間
は
十
日
町
ー
犀
潟
間
で
す

が
、
犀
潟
－
直
江
津
間
は
来
年
秋
複
線

化
さ
れ
る
信
越
線
を
共
用
す
る
こ
と
で

直
江
津
ー
六
日
町
を
起
点
と
す
る
北
越

北
線
に
な
り
ま
す
。
犀
潟
を
通
す
の
は

将
来
貨
車
の
操
車
場
を
黒
井
か
ら
北
へ

．
伸
ば
す
構
想
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
計
画
で
は
上
図
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
総
工
費
二
百
四
十
億
円
、
完
成
予

定
は
昭
和
五
十
四
年
で
す
。
し
か
し
、

鉄
道
建
設
公
団
で
は
上
越
新
幹
線
が
完

成
す
る
五
十
二
年
に
間
に
あ
わ
せ
た
い

と
い
っ
て
お
り
完
成
が
早
ま
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
，

　
い
ま
、
鉄
道
建
設
公
団
が
実
施
し
て

い
る
測
量
に
よ
ウ
設
計
を
決
め
、
用
地

買
収
に
は
い
り
ま
す
。
．

　
そ
し
て
、
来
春
雪
ど
け
を
待
っ
て
、

薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル
、
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル

そ
れ
に
十
日
町
か
ら
信
濃
川
鉄
橋
ま
で

の
二
・
三
キ
ロ
メ
！
ト
ル
の
工
事
に
ど

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
，

　
北
越
北
線
が
完
成
い
た
し
ま
す
と
東

京
へ
の
日
帰
り
も
夢
で
な
く
、
出
稼
の

み
な
さ
ん
も
週
末
に
は
帰
省
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
ば
な
い
で
し
よ
ヲ
か
。

ま
た
、
物
資
の
輸
送
が
可
能
に
な
り
ま

す
と
い
ろ
い
ろ
の
産
業
が
発
展
し
出
稼

し
な
く
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
．
，

青
年
も
町
に
帰
り
過
疎
も
な
く
な
り
昔

ど
お
り
の
賑
い
を
見
せ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
鉄
道
の
開
通
は
い
ろ
い
ろ

の
町
発
展
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
を
し

め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
完
成
が
待
た

れ
ま
す
。

　
　
、
問
答
欄
’
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
の
お
知
り
に
な
り
た
い
事
に

つ
い
て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る

限
り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。



O
，
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例
年
な
ら
ば
五
月
初
市
を
開
催
し
毎
月

二
十
四
日
、
十
一
月
は
十
四
日
、
年
間

七
回
市
場
を
開
い
た
が
、
本
年
は
子
牛

の
生
産
が
激
減
し
た
た
め
七
月
二
十
四

日
に
初
市
を
開
き
十
一
月
十
四
日
を
最

后
と
し
年
間
五
回
開
催
、
そ
の
成
績
は

別
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
こ
こ
数
年
間
の
成
績
と
比
較

し
て
み
る
と
、
四
十
六
年
は
取
引
頭
数

四
五
三
頭
で
平
均
価
額
六
九
六
〇
七
円

四
十
六
年
度
は
取
引
頭
数
二
九
八
頭
で

平
均
価
額
は
九
一
九
三
三
円
で
あ
り
、

僅
か
二
年
間
に
取
引
頭
数
が
半
数
以
下

と
な
っ
た
が
、
取
引
価
額
は
約
二
倍
に

は
ね
上
っ
た
こ
と
と
な
る
。

　
近
年
牛
肉
の
需
要
が
急
増
し
肉
牛
と

し
て
と
殺
さ
れ
る
頭
数
一
〇
〇
万
頭
を

数
え
る
に
至
り
尚
不
足
分
を
輸
入
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。

一
方
肉
子
牛
の
生
産
は
減
る
一
方
で
あ

り
四
五
万
頭
位
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が

肉
牛
の
不
足
分
を
乳
用
牛
の
肥
育
で
よ

う
や
く
間
に
合
せ
て
い
る
実
情
で
あ
る

　
尚
、
現
在
牛
肉
は
世
界
的
に
不
足
し

て
い
る
、
中
国
と
の
国
交
回
復
に
よ
り

牛
肉
の
輸
入
も
考
え
ら
れ
る
が
伝
染
病

と
か
肉
質
と
の
関
係
で
決
し
て
心
配
す

る
こ
と
は
な
い
と
専
問
家
は
み
て
い
る

従
っ
て
黒
牛
の
子
は
、
引
っ
ば
り
凧
で

当
分
高
値
引
取
が
続
く
で
あ
ろ
う
と
予

想
さ
れ
る
。

　
当
町
で
も
多
頭
肥
育
農
家
が
子
牛
生

産
の
た
め
繁
殖
牛
を
数
頭
飼
育
し
子
牛

の
生
産
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
経
営
の
方

向
に
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

　
来
年
も
町
有
牛
の
貸
付
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
厩
の
空
（
カ
ラ
）
の
方

々
は
是
非
申
込
み
下
さ
い
。
立
派
な
家

庭
の
内
職
と
し
て
な
り
た
っ
も
の
と
思

わ
れ
る
。

和
牛
繁
殖
優
良
農
家
表
彰
さ
る

　
十
一
月
十
四
日
松
代
家
畜
市
場
開
催

の
折
、
和
牛
繁
殖
優
良
農
家
と
し
て
左

記
の
方
々
の
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
松
代
町
の
和
牛
生
産
奨
励
事

業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
が
今
年
も
一
〇
年
間
に
一
〇
頭
の
子

牛
を
生
産
し
た
立
派
な
農
家
が
二
名
あ

り
、
市
場
に
集
っ
た
人
々
か
ら
お
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

◎
特
別
表
彰

　
一
〇
年
連
産
　
蓬
平
　
若
井
宗
三
郎

　
同
　
　
　
　
　
竹
所
　
佐
藤
　
義
鷹

◎
表
　
　
彰

　
　
五
年
連
産
　
儀
明
　
小
堺
直
一
郎

　
　
〃
　
　
　
　
竹
所
　
佐
藤
　
吉
一

昭和47年度松代家畜市場取引成績表
　　　計

　　　　　　210ト

25，203，900円

　　　160，100

　　　133，100

　　　151，300

L浦匡旦地区＿、

116，422

119，073

125，297

120，018

　　　　　　　85ト

10，219，600円

　　　159，000

　　　151，100

　　　151，100

　　　118，513

　　　117，469

　　　123，937

　　　120，230

松之山地区

　　　42ト

5，108，400円

　137，000

　133，100

　151，300

　115，980

　120，143

　126，931

　121．628

奴奈川地区

　　　　6卜

　662，200円

　103，000

　130．000

96，400

126，330

110．366

松代地区1．山平地区
　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　50卜1　　　　　　27ト
　　　　　　　　　1

6，003，500円13，210，200円

145，7001160，100
　　　　　　　　　1

　　150，3001144，200
149，100口41，000

　　119，1461U5，000
122，638i117，928
　　　　　　　　　『
　　123，393　　　　130，228

　　120，070，118，896

地区別
売買頭数
売上金額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ス
キ
ス
ス
キ

　
　
ヌ
　
　
　
　
　
ヌ

メ
オ
煮

メ
オ
煮

最
高
金
額

平
均
高
額

均平

・”II”””健康家庭にお祝いを“””。1”1”

　先般、本年国保強調月間に伴う趣旨普及事業の一環として、

昨年から実施しております健康家庭に対するお祝品の贈呈がな

されました。お祝品を贈られた家庭は5年以上・3年以上・1
年以上の3段階に分けられ、その期間中医療給付を受けなかっ

た世帯です。健康はみんなの願いで誠にしあわせなことですの

で、本誌でご紹介いたします。

◇贈呈されたお祝品　5年以上の健康家庭　　布　団　　1組
　　　　　　　　　3年以上，　〃　　　掛布団　　1枚
　　　　　　　　　1年以上　　〃　　アクリル毛布　1枚

　　　　　　お祝品を贈られた世帯　　　（昭47．3．31現在）

1・5年以上医療給付を受けなかつた世帯（昭42年度～46年度）

家号
芳　屋

世帯主氏名“

山本芳雄
トなかった世帯（昭43年度～46年度）

号　ll部落名『世帯主民名1家　葺

名
…
伏

蓄部
犬

r
F
ー
ー

3年以上医療給付を受け2．

忠左工門

しやくじ

世帯舐落

若月ナカ
西潟秀房

部落名

海老
福島

家号
幸左工門

作十郎

1世帯主氏名

相沢三男
寺崎正義

部落名

菅刈
桐山
1年以上医療給付を受けなかつた世帯（昭45年度～46年度）3．

家号
しまだや

庄　八

世帯主氏名

　
門
師
助
西
吾
田
院
木
善
屋
田
年
ね
に

豊
動
　
　
　
　
枚
ん

　
金
薬
じ
大
源
蒲
徳
山
勘
樋
三
勘
つ
た

若月ミカ
高橋庄一
小山惣市郎

菅井幸作
柳多三郎
村松モト
仲村仁一郎

西潟茂達
西潟已三郎

美濃和政則

佐藤一郎
鈴木菊太郎

村山繁政
佐藤勝栄
中沢義信
石野良平
石野留蔵

整
代
評
貫
平
生
明
”
島
”

　
一
　
ざ
、

部
［
田
あ
4
名
蒲
儀
　
福

家号1

”
野
”
”
晶
”

室
　
轟
〃

世帯主氏名

柳　春由
柳　　昌憲

鈴木春吉
小野島勝海

関谷倉蔵
相沢正実
宮沢ヨシ
関谷恒男
関谷吉蔵
柳金兵衛
万羽コイシ

五十嵐鉄治

小堺亀市
山岸源蔵
山岸寅一
富井タケ
石沢三平
大日方忠治

部落名

松代
〃

〃
　
〃
〃

　
山
年

〃
　
　
　
　
〃

　
下
千

〃

会沢
〃

蓬平
東山
〃

海老
〃

片桐山

（3）



（4）

「
栄
養
教
室
生
四
十
八
名
誕
生
」

　
近
年
死
因
の
上
位
を
占
め
る
成
人
病

は
不
合
理
な
食
生
活
が
大
き
な
原
因
と

も
考
ら
れ
て
い
ま
す
。
貧
血
が
農
村
に

多
い
の
も
食
生
活
が
一
因
の
よ
う
で
す

こ
れ
ら
の
疾
病
予
防
の
た
め
に
も
正
し

い
食
生
活
の
あ
り
方
を
学
び
松
代
町
の

各
家
庭
で
、
こ
の
知
識
と
技
術
を
生
か

す
た
め
に
今
年
四
月
か
ら
月
に
二
日
づ

つ
で
五
十
二
時
間
、
県
の
栄
養
教
室
を

開
講
し
ま
し
て
こ
の
ほ
ど
下
記
の
四
十

八
名
の
方
が
終
了
証
書
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
方
た
ち
は
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
町
や
保
健
所
と
協
力
し
て

部
落
の
栄
養
指
導
に
活
躍
願
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
食
生
活
を
通
じ
て
町
づ

く
り
の
た
め
、
ね
む
く
な
る
と
仲
間
で

作
っ
た
「
6
つ
の
基
礎
食
品
の
歌
」
を

合
唱
し
な
が
ら
学
習
に
、
調
理
実
習
に

努
力
さ
れ
た
地
区
代
表
の
方
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

◎
勉
強
し
た
学
科

　
成
人
病
・
栄
養
学
・
母
子
衛
生
・
環

　
境
衛
生
・
経
済
と
食
費
・
家
庭
管
理

　
食
品
衛
生
学
・
指
導
者
の
あ
り
方
・

　
明
る
い
村
づ
く
り
・
食
生
活
の
合
理

　
化
・
調
理
実
習
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
島
保
健
所
）

　
6
つ
の
基
礎
食
品
の
歌

　
　
　
　
（
松
の
木
小
唄
の
か
え
歌
で
）

一
群
緑
野
菜
で
す
、
人
蓼
、
ピ
ー
マ
ン

　
ホ
ウ
レ
ン
草
、
油
と
一
緒
に
調
理
す

　
り
や
ビ
タ
ミ
ン
A
で
す
食
べ
ま
し
よ

二
群
は
淡
色
野
菜
で
す
。
大
根
、
白
菜

　
果
物
類
、
生
で
食
べ
ま
し
よ
新
鮮
な

　
も
の
ビ
タ
ミ
ン
C
で
す
色
白
に

三
群
魚
肉
に
卵
で
す
。
大
豆
製
品
と
あ

　
る
け
れ
ど
、
動
物
植
物
た
ん
白
質

　
卵
た
ん
白
価
の
王
様
よ

四
群
糖
質
こ
く
類
で
、
い
も
類
、
め
ん

　
類
、
砂
糖
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
H
職
大

　
切
よ
一
日
一
回
強
加
米
。

五
群
は
乳
類
カ
ル
シ
ユ
ウ
ム
、
チ
：
ズ

　
に
小
魚
、
海
そ
う
類
、
牛
乳
の
ま
せ

　
て
元
気
な
頭
の
良
い
子
に
育
て
ま
し

　
よ
o

最
後
は
6
群
油
脂
類
で
、
バ
タ
ー
に
マ

　
ー
ガ
リ
ン
、
サ
ラ
ダ
油
と
、
植
物
油

　
を
と
り
な
が
ら
一
家
健
康
に
す
ご
し

　
ま
し
よ
。

栄
養
教
室
終
了
者
名
簿

松
代

小
荒
戸

菅
刈
田
沢
小
屋
丸

池
之
畑

下
山
千
年
池
尻
会
沢
孟
地
桐
山

東蓬
山平

　
　
　
　
　
　
　
四
十
八
名

万
羽
ヒ
デ
・
高
橋
ハ
ッ

関
谷
ミ
ッ
・
高
橋
久
美
子

山
賀
サ
ワ
子

相
沢
俊
江
・
柳
正
子

市
川
花
子
・
高
橋
キ
ヨ
子

市
川
カ
ッ

高
橋
タ
ケ
ノ

宮
沢
好

武
田
チ
ヨ
子
・
関
谷
タ
キ

若
井
タ
カ

五
十
嵐
米
子

山
本
サ
ト

桑
原
智
子
・
桑
原
チ
サ

寺
崎
イ
サ
ホ
・
小
山
ツ
タ
エ

若
井
愛
子
・
若
井
ヨ
チ

山
岸
ヒ
サ
エ

海
老
犬
伏
片
桐
山

滝
沢
仙
納
田
代
莇
平
小
貫
諏
訪
峠

寺
田
名
平
蒲
生

儀
明
福
島
奈
良
立

室
野

峠濁

石
沢
セ
イ

小
島
シ
ズ
イ

柳
ト
ユ

佐
藤
厚
子

室
岡
カ
ズ
子

若
月
淳
子

高
橋
キ
イ

小
山
洋
子

中
沢
シ
ズ
エ

井
上
ヒ
サ
テ
・
井
上
征
子

武
田
ち
え

馬
場
博
子
・
小
堺
カ
ッ
子

山
岸
多
美
子

小
堺
エ
ク

高
橋
良
江
・
西
潟
都
伊
子

柳
百
合
子

村
山
珠
江
・
若
山
頼
子

米
持
和
代

谷
沢
幸
子

牧
田
ハ
ナ

、
ー
防
犯
は
み
ん
な
の
注
意
と
協
力
で
（
安
塚
警
察
署
）

ザ
　
年
末
に
は
人
や
車
の
出
入
り
、

得
お
金
の
動
き
が
は
げ
し
く
な
り
、

、

い
家
庭
で
も
職
場
で
も
外
出
先
で
も

犯
縁
知
聾
舗
性
碁
鶴

防
・
て
い
ま
す
・
あ
わ
た
だ
し
い
中

末
に
も
冷
静
さ
を
保
ち
被
害
に
か
か

年
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う

　
　
①
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
に

・
戸
締
り
と
隣
近
所
の
頼
み
あ
い
。

　
外
出
前
や
夜
寝
る
前
に
は
必
ず
家
中

　
全
部
に
カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
る
か
ど

　
う
か
を
確
か
め
て
下
さ
い
。
ま
た
外

　
出
の
際
に
は
隣
近
所
に
一
声
か
け
て

　
留
守
を
頼
み
お
た
が
い
に
協
力
し
あ

　
い
ま
し
よ
う
。

・
二
重
錠
と
防
犯
ベ
ル

　
錠
は
一
つ
だ
け
で
な
く
家
庭
締
な
ど

　
の
補
助
錠
を
用
い
て
二
重
錠
に
す
る

　
事
で
す
。
特
に
勝
手
口
や
窓
な
ど
ド

　
ロ
ボ
ー
の
入
り
そ
う
な
場
所
は
二
重

　
に
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
更
に
防
犯

　
ベ
ル
を
備
え
れ
ば
一
番
安
心
で
す
。

②
金
融
機
関
、
商
社
、
事
務
所
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
に

　
毎
年
、
年
末
に
な
る
と
金
融
機
関
や

　
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
盗
難
事
件
が

　
多
く
発
生
し
ま
す
。

・
戸
締
り
は
階
下
だ
け
で
な
く
二
階
に

　
も
　
屋
根
づ
た
い
、
ハ
シ
ゴ
を
利
用
し
て

　
二
階
や
三
階
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。
一
階
だ
け
で
な
く
二
階

　
以
上
の
窓
な
ど
に
も
錠
を
か
け
る
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

。
宿
直
員
の
増
強

　
宿
直
員
、
警
備
員
を
ふ
や
し
夜
間
の

　
見
廻
り
を
十
分
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
泊
っ
て
い
る
」
だ
け
で
な
く
勤
務

　
や
巡
回
の
方
法
を
検
討
し
ス
キ
を
つ

　
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。

・
防
犯
ベ
ル
の
設
置

　
戸
を
あ
け
た
り
、
金
庫
に
さ
わ
っ
た

　
り
し
た
ら
警
報
が
鳴
る
非
常
通
報
ベ

　
ル
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
が
悪
質
手

　
段
に
対
す
る
最
も
効
果
的
な
防
犯
方

　
法
で
す
。

③
自
動
車
の
盗
難
防
止

・
自
動
車
は
車
庫
に
入
れ
、
車
に
も
車

　
庫
に
も
錠
を
か
け
ま
し
よ
う
。

・
駐
車
す
る
時
は
貴
重
品
は
車
内
に
お

　
か
ず
ド
ア
に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
よ
う

④
外
出
先
で
の
注
意

　
ー
ス
リ
や
ひ
っ
た
く
り
に
は
ー

・
混
雑
し
た
中
で
は
ス
リ
が
ね
ら
っ
て

　
い
る
。

・
差
し
あ
た
り
必
要
で
な
い
金
は
持
ち

　
歩
か
な
い
。

　
混
雑
し
て
い
る
場
所
で
は
、
か
っ
こ

　
う
な
ど
気
に
せ
ず
、
持
物
は
胸
の
あ

　
た
り
に
抱
く
よ
う
に
し
て
、
し
っ
か

　
り
持
ち
ま
し
よ
う
。
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1　年末年始の交通事故防止　1
～　　　　　・　　　　（安塚警察署）　l

l1・飲酒運転の防止　　　　　　　1
、　これから年末をむかえ、クリスご
1マスや忘年会、また寒し、カ、らと1

〈　いってお酒を飲む機会が多くな～

）　ります。　　　　　　　～
き☆運転をする人には酒をのませ∫
、　　　　　　　　　　　　　　　2
圭　　ない。　　　　　　　　　争
～☆酒をのんだら運転しない。　》
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

～☆酒をのんだ人には運転させな～
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　い・　　　　　　　～
㌔　当然のことですが必らずまもり’
、　　　　　　　　　　　　　　　　》
ぎ　ましよう。　　　　　　　　　、
⊆2・過労運転の防止　　　　　　　》
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

，　年末をむかえて会社、商店などぐ

1　の商品輸送のためいそがしく疲1
㌔　れがでています。前日の疲れを｝
1　残したまま車を運転しますと、1

♂　視力が低下したり判断力が鈍り～
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

1　事故の原因になります。　　　　l

l☆睡眠を粉にとり・過労運転1
’　　はやめましようo　　　　　き
1☆体の調子の悪いとき無理な運l

l　　転はやめましよう・　　　　1
亀・‘1・、・賭08《一・・‘・匂〆塗““》一ρ一もへ“8㌔」【㌧1亀”uプ㌔もも㍉．ρ“8“へ、略触」一書

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

竹　室下千蒲所・〃野山〃年〃生〃

小
堺
勇
次
　
八
七
五
四

小
堺
政
平
　
八
四
三
四

室
岡
庚
一
郎
八
七
〇
七

菅
井
彦
一

若
井
忠
松

宮
沢
甲
一

佐
藤
和
四

佐
藤
兼
作

若
山
一
男

佐
藤
直
吉

八
七
三
四

八
七
二
四

九
七
一
三

四
七
一
二

四
一
七
五

四
六
六
四

四
四
〇
五

　
年
賀
状
は

　
　
　
η
月
22
日
ま
で
に

　
こ
と
し
も
十
二
月
十
五
日
か
ら
年
賀

状
の
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
十
二
月

に
な
り
ま
す
と
、
郵
便
物
は
平
常
の
月

の
三
・
四
倍
に
も
な
り
ま
す
。
郵
便
局

で
は
、
こ
の
郵
便
ラ
ツ
シ
ユ
に
備
え
け

ん
め
い
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
の
り
切
る
た
め
に
ご
利

用
の
皆
さ
ま
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
　
年
賀
状
は
二
十
二
日
ま
で
に

　
取
扱
期
間
は
十
五
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
で
す
が
、
年
賀
状
書
き
は
早
め
に

準
備
し
て
二
十
二
日
ま
で
に
差
し
出
し

て
く
だ
さ
い
っ

　
普
通
の
官
製
ハ
ガ
キ
や
、
私
製
ハ
ガ

キ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
表
面
左
側
に

赤
色
で
「
年
賀
」
と
書
い
て
、
束
ね
て

差
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
郵
便
番
号
を
忘
れ
ず
に

　
郵
便
局
で
は
す
べ
て
郵
便
番
号
に
よ

っ
て
区
分
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
あ
て

名
に
も
差
し
出
し
人
の
住
所
に
も
必
ず

郵
便
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
あ
て
名
は
正
し
く

　
年
賀
状
は
、
例
年
迷
い
子
に
な
る
も
，

の
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
町
名
、
番
地

方
名
、
ア
パ
！
ト
な
ど
正
し
く
書
い
て

く
だ
さ
い
。

▼
　
子
ど
も
さ
ん
、
中
学
、
高
校
生

　
　
あ
て
は
屋
号
、
世
帯
主
名
を

　
お
友
だ
ち
ど
う
し
で
出
さ
れ
る
年
賀

郵
便
に
は
必
ず
「
屋
号
」
か
「
世
帯
主

名
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く

だ
し
て
も
そ
れ
が
な
い
と
郵
便
局
で
は

大
へ
ん
苦
労
し
た
り
、
ま
た
配
達
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
　
同
姓
、
同
名
に
ご
注
意

　
松
代
町
に
は
同
姓
同
名
や
、
同
じ
よ

う
な
名
前
の
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
に
あ
て
る
時
は
、
必
ず

「
屋
号
」
　
「
世
帯
主
名
」
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
名
前
も
正
し
ぐ
書
い
て
く
だ
さ
い

▼
　
お
モ
チ
は
速
達
小
包
で

　
贈
答
用
小
包
な
ど
は
で
き
る
だ
け
十

二
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
、
お
正
月
用
の
お

餅
は
そ
れ
ほ
ど
早
く
出
せ
ま
せ
ん
の
で

十
二
月
二
十
五
日
頃
ま
で
に
、
速
達
小

包
に
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
重
さ
は

四
キ
ロ
ま
で
で
す
。

電
話
番
号
異
動
の
お
知
ら
せ

　　　　　新
〃〃〃〃〃設〃〃

海
老
　
石
沢
ク
ラ

千
年
　
柳
　
一
郎

田
野
倉
斉
藤
金
蔵

会
沢
　
万
羽
エ
カ

太
平
儀
明
　
　
　
　
福
祉
館

田
代
中
村
シ
ゲ

松
代

　改
〃番〃〃〃〃

儀会室
明沢野〃〃〃

九
七
三
二

八
三
八
五

八
五
九
三

九
一
五
三

市
川
亀
次
郎
七
五
六
五

儀
明
僻
地
保
健

　
　
　
　
　
八
四
六
五

　
　
　
　
　
九
六
三
八

司
工
務
店
（
住
宅
）

　
　
　
　
　
　
三
二
二

猪
又
建
設
（
株
）
＝
二
一

関
谷
昌
平
　
九
二
一
九

相
沢
昭
平
　
九
三
七
〇

室
野
保
育
所
　
五
七
二

五
十
嵐
鉄
治
九
六
一
三

小
堺
正
夫
　
八
七
五
八

書
初
展
覧
会
の
日
決
る

　
恒
例
の
書
初
展
覧
会
を
一
月
十
八
自

）
（
一
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
町

総
合
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
：
ル
で
実
施
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
部
門

は
小
学
校
児
童
作
品
・
中
学
校
生
徒
作

品
・
一
般
作
品
の
三
部
門
で
す
。
毎
年

一
般
の
出
品
が
少
な
い
の
で
主
催
者
は

苦
労
し
て
い
ま
す
。
一
般
作
品
に
は
規

定
が
な
く
自
由
で
す
の
で
有
志
の
方
、

書
道
塾
の
方
の
出
品
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
出
品
は
一
月
十
三
日
正
午
ま
で

に
町
総
合
セ
ン
タ
レ
ヘ
お
届
け
下
さ
い
．

．
・
奪
ぐ
堅

＼
　
～

、
　
　
　
，

鯨
＼
、
執

ヤ
、

　
十
、

夕
。
1
‘

支
一
芸

し
ぶ
み
句
会

霞｝　■心一
九
月
八
日

　
於
・
清
水
山
荘
（
枯
水
氏
の
山
小
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

山
小
屋
に
　
枝
豆
句
会
　
灯
も
暗
く

朝
の
雨
　
朝
顔
の
紅
　
く
づ
し
け
り

秋
雨
や
　
客
も
ま
ば
ら
な
　
山
の
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

一
雨
を
待
ち
て
　
茎
菜
の
　
種
下
す

心
太
　
清
水
を
桶
に
　
引
い
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

朝
露
に
　
裾
を
ぬ
ら
し
て
　
田
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

稲
架
抜
け
て
聞
え
し
滝
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

枝
豆
の
茄
で
あ
が
る
間
を
　
外
の
門
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

墓
参
団
バ
ス
連
ら
ね
去
り
も
と
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

こ
ほ
れ
萩
こ
ぼ
れ
る
あ
た
り
鯉
の
影

（5）



水
道

こ
四

‘
繭
刀

入
し
よ
贈
つ

申
込
み
は
一
月
十
日
ま
で
に
区
長
さ
ん
へ

　
松
代
町
で
は
、
来
年
度
か
ら
約
四
年

計
画
で
福
島
、
奈
良
立
、
室
野
、
池
尻

千
年
、
松
代
、
小
荒
戸
、
太
平
、
菅
刈

田
沢
、
犬
伏
、
蒲
生
、
儀
明
の
十
三
部

落
に
簡
易
水
道
施
設
を
作
る
べ
く
準
備

中
で
す
。

水
道
は
文
化
の
バ
・
メ
ー
タ
ー
と
も
言

わ
れ
て
い
る
位
い
で
、
水
道
の
有
る
無

し
が
文
化
生
活
の
水
準
を
は
か
る
も
の

さ
し
に
さ
え
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
部
落
の
方
々
は
一
軒
で
も
多
く
水

道
に
加
入
さ
れ
て
、
文
化
の
恩
恵
に
浴

さ
れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

水
道
の
効
用

　
水
道
は
飲
用
に
適
す
る
、
清
浄
な
水

を
需
用
者
に
供
給
す
る
施
設
で
あ
り
、

水
が
生
活
に
お
い
て
占
め
る
役
割
の
重

大
さ
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
く
に
飲
用
水
が
人
々
の
保
健
衛
生
の

上
に
及
ぼ
す
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
伝
染
病
予
防
に
な
る

　
伝
染
病
の
う
ち
の
殆
ん
ど
を
占
め
る

赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
等
の
消
化
器
伝
染
病

の
病
原
菌
は
、
水
の
中
で
生
存
し
、
水

に
よ
り
運
ば
れ
て
人
間
の
口
に
入
る
機

会
が
き
わ
め
て
大
き
い
。

水
道
水
は
滅
菌
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

こ
の
水
と
伝
染
病
と
の
関
係
を
断
ち
切

っ
て
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
え
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

二
、
家
事
が
楽
に
な
り
ま
す

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
、
滅
菌
さ
れ

た
清
浄
な
水
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
炊

事
、
風
呂
、
洗
濯
、
掃
除
等
家
庭
の
主

婦
に
と
っ
て
重
労
働
だ
と
さ
れ
て
来
た

家
事
が
非
常
に
楽
に
な
り
、
浮
い
た
労

働
力
を
他
の
有
益
な
面
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

三
、
故
障
は
役
場
も
ち

今
各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
、
ホ
ー

ム
ポ
ン
プ
水
道
、
小
規
模
水
道
等
は
故

障
の
度
毎
に
何
万
何
十
万
と
か
け
て
修

繕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
簡
易

水
道
は
、
浄
水
場
、
配
水
場
、
本
管
等

に
故
障
が
あ
れ
ば
役
場
で
直
し
ま
す
か

ら
各
家
庭
に
は
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん

四
、

火
災
の
早
期
消
火
が
で
き

ま
す

　
消
火
栓
を
設
置
し
ま
す
か
ら
、
家
の

近
辺
の
水
口
に
ホ
：
ス
を
つ
な
ぐ
だ
け

で
放
水
が
で
き
ま
す
の
で
、
火
災
発
見

と
同
時
に
消
火
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

　
　
　
　
　
（
担
当
戸
籍
住
民
登
録
係
）

　
（
受
付
順
）

ご
け
つ
こ
ん
澆

お
め
で
ζ
つ
耐
衡

◎
十
月
受
付
分

山
賀
　
子
平
・
山
岸
　
と
し
（
池
之
畑
）

◎
十
一
月
受
付
分

佐
藤
与
一
郎
．
大
津
マ
ッ
イ
（
孟
地
）

池
田
　
勇
一
．
池
田
　
清
子
（
田
野
倉
）

山
岸
　
弘
基
・
五
十
嵐
房
子
（
松
代
）

小
堺
仁
太
郎
・
小
堺
　
正
子
（
蓬
平
）

米
持
　
実
夫
・
菊
地
美
恵
子
（
室
野
）

鑓巽◎
十
月
受
付
分

小
堺
　
健
二

小
堺
友
紀
雄

鈴
木
綾
子

高
橋
　
尚
志

藤
巻
　
佳
子

室
岡
　
　
薫

若
山
　
勝
男

（61

驚
セ
男
（
蒲
生
）

驚
讐
男
（
籍
）

馨
ゆ
望
女
（
松
代
）

馨
廊
長
男
（
莇
平
）

驚
轡
女
（
松
代
）

璽
徹
恵
婁
（
池
尻
）

父
一
　
男

母
ハ
　
ツ
ニ
男
（
室
野
）

◎
十
一
月
受
付
分

室
岡
　
　
剛

佐
藤
　
　
智

福
島
由
紀
子

関
谷
　
和
子

井
沢
　
裕
一

高
橋
　
真
弓

小
堺
　
明
美

お
く
や
み

（
死
亡
）

繍
な
男
（
池
尻
）

馨
穿
男
（
清
水
）

竪
、
ミ
葉
女
（
松
代
）

鰹
誓
女
（
松
代
）

父
　
誠

母
順
　
子
長
男
（
松
代
）

格
笑
一
長
女
（
松
代
）

父
春
　
男

母
恵
　
恵
長
女
（
儀
明
）

◎
十
月
受
付
分

武
田
　
直
次

柳
　
　
テ
イ

樋
口
　
秀
義

山
岸
　
ス
ミ

美
濃
和
徳
永

五
十
嵐
伊
作

米
持
　
ム
メ

七
九
才

七
八
才

六
九
才

七
一
才

七
三
才

七
六
才

八
十
才

◎
十
一
月
受
付
分

中
村
　
ミ
ナ

高
橋
　
直
政

室
岡
　
政
訓

関
谷
　
ナ
カ

川
崎
徳
藤
治

市
川
　
昌
平

茂
野
亀
次
郎

秋
山
　
イ
チ

柳
　
　
藤
吉

斉
藤
角
次
郎

六
四
才

六
四
才

六
五
才

八
七
才

八
四
才

五
五
才

八
十
才

七
五
才

八
三
才

七
二
才

（
千
年
）

（
〃
）

（
田
野
倉
）

（
海
老
）

（
福
島
）

（
竹
所
）

（
室
野
）

（
清
水
）

（
筋
平
）

（
池
尻
）

（
松
代
）

（
桐
山
）

（
田
沢
）

（
清
水
）

（
〃
）

（
犬
伏
）

（
田
野
倉
y



・
近
代
的
な
・

　
　
　
◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

室
野
保
育

　
今
春
来
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
に
よ

り
建
築
を
す
す
め
て
来
ま
し
た
室
野
保

育
所
が
こ
の
程
竣
工
し
ま
し
た
。

　
◎斬冒釦
　◎

　
　
　
◎

完
成

敷
地
面
積
五
二
六
・
九
八
坪

建
坪
八
九
・
六
五
坪
、
降
雪

積
雪
を
考
慮
し
て
約
ニ
メ
ー

透

軸“

．
　
，
顎

　
X
．

醸

ト
ル
ゐ
床
高
と

し
、
屋
根
は
自

然
落
下
で
雪
お

ろ
し
の
心
配
が

い
り
ま
せ
ん
。

内
部
も
水
道
、

給
食
施
設
、
水

洗
便
祈
♂
児
童
一

一
人
一
人
の
用

県
入
れ
な
ど
が

完
備
し
た
｝
近

　
灘
来
年
四
月
一
日

灘
羅
罐

　
　
　
て
ス
タ
ー
ト
す

　
　
　
る
予
定
で
す
。
、

写真説明

室野保育所全景↑

内部施設の一部，
↓

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

老
人
医
療
費
が
“
た
だ
　
こ

〃
♪
セ

四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら

　
七
十
才
以
上
の
老
人
の
医
療
費
が
来

年
一
月
一
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。

七
十
才
以
上
の
老
人
が
医
者
に
か
か
る

場
合
は
「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
と

「
医
療
費
請
求
書
」
と
「
保
険
証
（
国

保
又
は
社
保
等
）
」
を
医
療
機
関
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
と
「
医
療

費
請
求
書
」
は
年
末
ま
で
に
役
場
か
ら

本
人
に
お
届
け
し
ま
す
。
　
「
保
険
証
」

は
家
に
あ
る
も
の
を
ご
使
用
下
さ
い
。

な
お
、
無
料
の
対
象
に
な
る
の
は
、
保

険
の
き
く
医
療
の
み
で
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
う
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五
日

に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

（7）



滲滲滲滲滲滲滲滲滲滲》滲新生活運動申合せ事項終縦超一終縦縦一超縦

　
囹
年
頭
の
廻
礼
は
元
日
一
日
か
ぎ
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
始
よ
び
は
自
粛
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
町
応
の
年
賀
状
は
な
る
べ
く
自
粛
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
歳
暮
、
年
始
な
ど
形
式
的
な
贈
答
は
や
め
ま
し
よ
う
。

　
囹
た
す
け
あ
い
運
動
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
火
の
元
や
盗
難
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
元
日
か
ら
祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
た
て
ま
し
よ
う
。

ロ
　
じ
し
じ
し
じ
　
ロ
ド
ロ
　
ロ
ラ
ロ
し
ロ
　
ロ
ド
ロ
し
じ
ド
ロ
ド
ロ
ラ
ロ
し
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
し
　
ド
ロ
ド
ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

］
よ
い
事
は
み
ん
な
で
　
　
『
　
　
〔

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

】
　
9
　
実
行
い
た
し
ま
し
よ
う
　
…

「
。
ー
●
1
・
ー
6
1
昌
ー
昂
－
略
ー
巳
1
9
－
8
ー
・
1
。
ー
、
ー
釦
ー
●
ー
．
ー
昂
ー
。
1
」

　
囹
か
け
ご
と
は
や
め
、
健
全
な
遊
び
で

　
　
　
　
　
　
　
　
お
正
月
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
な
る
べ
く
出
稼
ぎ
の
人
に
便
り
を
出
し
ま
し
よ
う
。

　
囹
門
口
に
家
族
の
標
札
を
出
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

囹
ム
ダ
を
節
約
し
て
な
る
べ
く
貯
蓄
を
し
ま
し
よ
う
。

　
　
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
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